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目的と内容
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1.文献データベースをペースメーカーとし
たコンテンツ構築の事例を紹介すること

2.金沢大学学術情報リポジトリ（KURA)の
日常的なコンテンツ収集業務の紹介

3.Scopus（Elsevier）を使った業務の紹介

4.課題の提示



KURAの自己紹介
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典拠：IRDBコンテンツ分析（国立情報学研究所）
2015年2月19日のデータ



KURAの登録体制
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情報企画課長

総務係 図書情報係 雑誌・電子情報係

副課長

１ 情報部情報企画課の組織

２ 雑誌・電子情報係の分担
•係長（１名，図書系）：係全体の総括，図書館システム，雑誌受付，目録，製本
•専門職員（１名，会計系）：外国雑誌，電子ジャーナル，製本契約
•事務補佐員（週30時間×3名）：雑誌受付，目録，製本＋KURAへの登録
•事務補佐員（週21時間×1名）：KURAへの登録専任



登録コンテンツ収集の手段
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図書館から教員への働きかけ

①Scopusで新着論文を
捕捉→連絡

②J-Stageで新着論文を
捕捉→連絡

教員からの自主的な送信

③教員が電子メール添付
ファイル等で自主送信

④教員研究業績DBからの
送付

その他，以下を登録
•学内逐次刊行物（カレント分）・・・新刊紀要・報告書・広報等
•学内逐次刊行物（バックナンバー）・・・PDF（外注を含む）とメタ
データを作成 → 一括登録

•博士論文
•出版された図書の一部・・・出版権の設定がされていないもの



コミュニティ/コレクション構成
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• 最終的に各部局の「学術雑誌掲載論文」のコレク
ションに登録

• すぐに登録できないものは「図書館作業用」コレク
ションへ

http://www.kanazawa-u.ac.jp/


Scopus使った作業の実際（１）
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【作業１】
毎月１～２回，以下の検索式で検索し，結果をCSVで
保存

(“kanazawa univ”) OR (“kanazawa university”) OR (“kanazawa uni”) 



Scopus使った作業の実際（１‘）
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【作業１‘】
詳細検索の場合は次のような検索式となる。

AFFILORG("kanazawa univ") OR AFFILORG("kanazawa university") OR 

AFFILORG("kanazawa uni")  AND RECENT(7)



Scopus使った作業の実際（２）
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Scopus使った作業の実際（３）
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Scopus使った作業の実際（４）

11



Scopus使った作業の実際（5）
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【作業2】 出力後の作業
•EXCELで2ヶ月単位で蓄積

•並行して各論文の機関リポジトリ登録・公開条件の確認
（SHERPA/RoMEO等）
•登録可能文献について学内著者のメールアドレスを調査



Scopus使った作業の実際（６）
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【作業３】 著者順にソート後，ファイルを分割



Scopus使った作業の実際（６）
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【作業4】 メール送信
•２カ月に一度送信（１，３，５，７，９，１１月末）
•送信後は，EXCELを月別「送信済」フォルダーへ

【作業5】 登録用ファイルの受信
•EXCELを「送信済」から「登録作業用」フォルダーに移動
•PDFと一緒に保存 → 順次登録



J-Stageを使った作業（１）
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J-Stageを使った作業（２）
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・過去，登録実績のあるタイトルを登録
・最新号が出るとアラートのメールが届く
・２ケ月分をまとめて当該雑誌を改めて検索。
・金沢大学関係者が著者にいないかチェック



月別作業実績
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2013年12月～2015年１月のScopus等を使った月別作業件数の推移



課題
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１ 作業効率を向上させること
•機関リポジトリへの「登録条件」の確認作業
•学内著者の識別作業
•学内著者の電子メールアドレスの調査
→ 学内研究者情報データベースとの連携

２ データの重複を減らすこと
•同一論文でもScopusのデータが更新されると再
度「最新論文」としてヒットしてしまう。
（例）InPress → 掲載号の決定

•J-Stage論文との重複（J-Stageの方が早い）

３ 教員からの回答率を向上させること
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ご清聴ありがとうございました。

質問は以下まで
yhashi@adm.kanazawa-u.ac.jp


